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例 会 日 : 2011/01/24  

佐世保北ロータリークラブ 2010～2011年度 ＲＩ会長 / レイ・クリンギンスミス  ガバナー/ 高原武彦 

《会員卓話》 

桟  護 会員 

 「ロータリー理解月間に因んで」 

 

「ロータリーの友」

1月号に1911年に著

したポールハリス

の随筆が掲載され

ていました。たまた

ま、雑誌文献委員会

の担当月のせいも

あり、丁寧に読みま

した。この記事は 

抜粋であり昨年の1月号に全文が掲載されている事を知

り読み返しました。 

私は最近ロータリーのありかたに、私なりの疑問と意

見を持っていましたので、この随筆が大変興味を持ちま

した。 私自身のロータリーへの思いと チャーターメ

ンバーとしてこの20余を年振り返る機会と考え、それを 

北クラブの皆さんにお伝えできれば思って卓話しまし

た。私生活を披露したりの雑駁な卓話に終始した事を申

し訳なく思い反省しています。 

 さて、ポールハリスの合理的ロータリアズム（1911）

では、仕事とロータリーの関係を、4人のバーチャルな

ディベートを通じて、ロータリーの哲学・本質を会員の

皆様に考えさせる形式になっています。いろんな意見が

あってもそれを認め合う「寛容」が前提で、あることを

まずポールは告げます。その上で「皆さんの中で、何か

事業上の利益を求めてクラブに入ることを不名誉もし

くは 非道徳的だと考える人は何人いるでしょうか」と

質問をなげかけます。 

 そこで道徳を重んじる「倫理則男君」が発言します。

格式あるクラブは そんな事はしません。仕事がしたけ

りゃ自分のデスクでやればよい。無作法ですよ。私は 

仕事から離れて休息とレクレーションであると考えま

す。いつも物事を割り切って考える「理論整一君」が発

言します。事業が目的で入ってくることは恥ずべきでな

い。ビジネスは文明の原動力だからです。ロータリーと

は事業上の利益を得、会員によって事業を広めて貰う 

あるいは、それ以上の目的を目指すものでありましょう

か？では次に何事も現実的に対応する「商売努君」の意

見をきいてみましょう。商売の一環と思って出席してい

ます。そうでなければ、時間を割くと云う気にはなれま

せんね。 

 最後に公共心に富み常識の豊かな人「博愛均君」の意

見を聞いてみます。商売勉君の意見も理解できるが利益

以外に他の価値を信じる者はいないだろうか？先祖か

ら受けた恩恵に報いようとするまた、公共のため次世代

のため何かやろうと考える人は、いないだろうか？私

は、社会に恩返しする団体と考えてきました。さらに、

自分自身のためより、他人のために働いた時の方が ど

んなに上手く行くか考えたことがあるだろうか？理論

整一君の云った事は正論で、正当な取引は、どこでやろ

うと不名誉なものではないが、人間であれクラブであれ 

地域社会のために尽くすことも自分のためになるかも

しれないのです。一体ロータリーにおいて考えるべきこ

とは、事業だけでしょうか？ 

 もうひとつ大事なことは ロータリーは、公共・福祉

の増進のための力であると云う事です。人間であれクラ

ブであれ、地域社会のことを考えればそのために尽くす

ことです。 

 ロータリーは、綱領に職業を規定した一項目を持つ唯

一の筋の通ったクラブではありますが、商業や事業と云

うものは、私たちの組織の部分部分をつなぎ合わせるも

のでなければなりません。しかしそれが組織の全てで

あってはならないと云うのが私の信念です。 

 以上のディベートを集約しますと（１）ロータリーに

商売を持ち込んではいけないとする考え方のひと（２）

商売こそ全てであると信じるひと（３）ロータリーとは 

公共活動及び親睦を商売と合理的に混ぜ合わせたもの

だと考えるひとの三択の一つか、それに近いところのは

ずです。会員の皆さんもお考えください。どの見解を取

られるでしょうか？  
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 【本 日】会員数48名     出席 31名        欠    席  5名      ビ ジ ター  1名     出 席 率  86.11％ 

 【前々回】会員数47名     出席 29名        メークアップ  6名      出席規定除外  12名     修正出席率  100.00％ 

 

Weekly Report 
DISTRICT 2740 SASEBO NORTH ROTARY CLUB  

 【本 日】会員数44名 出席 28名 欠      席 6名  出席規定免除会員（10）出席 8名  ビジター 1名 出 席 率   85.71％ 

 【前々回】会員数45名 出席 29名  メークアップ  7名  出席規定免除会員（ 9）出席 8名         修正出席率  100.00％ 

ロータリーのこころを地域に広めよう 



《ニコニコＢＯＸ》  田平 孝 親睦活動委員 

 

 志久雄三 ガバナー補佐 

本日は補佐訪問日です。よろしくお願いします。 

 

 宮原明夫 会長 古賀新二 副会長 峯 徳秀 幹事 

志久雄三第6グループガバナー補佐のご来訪を心より歓

迎致します。まだまだお忙しい日々が続かれるとは存じ

ますが、ご自愛いただきますようお願いいたします。本

日の会員卓話の桟護会員よろしくお願いします。ロータ

リー理解推進月間に因んでのお話とのこと勉強させて

いただきます。 

 

 村上寅雄君 

スポーツ指導者表彰ということで案内が来ておりまし

たが、東京まで行かずにおりました。 

たいしたものではありませんが案内をご披露させて頂

きます。桟さん卓話お疲れ様です。 

 

 松尾辰二郎君 

桟会員に卓話、楽しみにしております。頑張ってくださ

い。志久雄三ガバナー補佐よくいらっしゃいました。あ

と半年老体に鞭打って頑張ってください。 

 

 小西宗十君 

桟会員、本日の卓話お疲れ様です。楽しみに拝聴いたし

ます。志久ガバナー補佐、本日はようこそいらっしゃい

ました。 

 

 桟  護君 

永田さんの代理で本日は卓話を務めます。拙い話ですが

最後までよろしくご清聴下さい。志久がバナー補佐のご

来訪を歓迎致します。よろしくご指導下さい。 

 

 宮﨑有恒君 西川正美君 

志久ガバナー補佐にご来訪 歓迎致します。桟さん、 

今日は永田さんの代役お疲れ様です。真面目に聞きます

から眠くならないように楽しい話を聞かせてください。 

富田さん、先日から大変お世話になりました。村上先生、

スポーツドクター表彰おめでとうございます。 

 

 深町 等君 

本日は所用で熊本に行きますので途中退席します。桟さ

んの職業奉仕以外の卓話聞けなくて残念です。申し訳あ

りません。 

 

 山北恭行君 田平 孝君 豊島揆一君 田島勝明君 

 緒方信行君 富田耕司君 村瀬高広君 須田 昇君 

 蒲池芳明君 吉澤俊介君 平石晃一君 中島閏二君 

 藤井良介君 大鳥居宏君 中野雄一郎君 

桟会員の卓話楽しみに拝聴させていただきます。 

又、志久ガバナー補佐のご来訪心より歓迎致します。 

《幹事報告》            峯 徳秀 幹事 

 

１.来 信 

・国際ロータリー事務総長 

 2011～2014年度 試験的プログラムについて 

 

・国際ロータリー日本事務局 

 2010年 手続要覧  

 (本日回覧いたします。1冊＝8ドル 672円) 

 

・ガバナー事務所 

 ①2011～2012年度 国際ロータリー第2740地区 

  ロータリー財団国際親善奨学生募集要項 

 ②米山記念奨学生の世話クラブとカウンセラーのお 

  引受けについて 

 

・ガバナーエレクト事務所 

 ①（速報）2011～2012年度 ＲＩテーマ発表 

  「こころの中を見つめよう 博愛を広げるために」 

  ②2011～2012年度地区名簿作成に伴うお願い 

    

・海上自衛隊佐世保地方総監部 

 ①定期演奏会のご案内 

  日 時：2月26日（土）午後2時～午後4時 

      （開場午後1時30分） 

  場 所：アルカスＳＡＳＥＢＯ 大ホール 

 ②西海 第80号 

 

《来訪ロータリアン》 

・佐世保東ＲＣ  志久雄三 ガバナー補佐  

 

《委員会報告》 

 緒方信行 国際奉仕委員長  

5月13日（金）から15日（日）まで韓国仁川松島ＲＣに姉

妹締結で訪問致します。多数のご参加お願いします。 

 

 中野雄一郎 職業奉仕委長       

2月21日（月）の例会は西海パールシー、海きららにて職

場訪問となっております。12時30分例会開始です。 

日頃見ることのできないバックヤード見学が出来ます

ので、是非ご参加ください。詳しくは本日配布しており

ます案内をご覧ください。 

 
 
《よねやまだより》 

『武士道に魅せられた日本研究者』 

アントニウス・ラーマト・プジョ・プルノモさん 
 世界第4位の人口を有する東南アジアの大国、インド

ネシア。日本との経済関係は緊密で、日本語を学ぶ人

も年々増加しています。インドネシアの日本文学研究

者として将来を嘱望されている米山学友のプジョさん

は、新渡戸稲造の『武士道』や日本の名作童話を母国

語に翻訳。文学を通じて日本人のこころを伝えるとと

もに、同国の名門大学で、日本とインドネシアを結ぶ

未来の懸け橋となる人材を育てています。 

 本日の合計 33,000円     累計 873,000円 

クラブ会報委員会 委員長 / 須田 昇   委員 / 日高省三  森  豊  蒲池芳明  （記事担当者 蒲池芳明） 


